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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 第27期中 第28期中 第29期中 第27期 第28期

会計期間

自平成17年
８月１日
至平成18年
１月31日

自平成18年
８月１日
至平成19年
１月31日

自平成19年
８月１日
至平成20年
１月31日

自平成17年
８月１日
至平成18年
７月31日

自平成18年
８月１日
至平成19年
７月31日

売上高（千円） 1,446,028 2,112,073 2,458,790 3,079,435 4,251,334

 経常利益（千円） 89,685 303,384 426,544 158,356 600,996

 中間（当期）純利益（千円） 50,428 173,068 245,667 98,049 347,463

持分法を適用した場合の投資

利益（千円）
－ － － － －

資本金（千円） 1,213,787 1,213,787 1,213,787 1,213,787 1,213,787

発行済株式総数（株） 4,890,890 4,890,890 5,869,068 4,890,890 4,890,890

純資産額（千円） 5,037,088 5,196,889 5,528,997 5,078,078 5,363,443

総資産額（千円） 6,911,668 7,274,004 8,130,921 6,976,677 7,451,804

１株当たり純資産額（円） 1,030.26 1,062.94 942.63 1,038.64 1,097.01

１株当たり中間(当期)純利益

（円）
10.31 35.39 41.87 20.05 71.07

潜在株式調整後１株当たり中

間（当期）純利益（円）
－ － － － －

１株当たり配当額（円） － － － 12.50 15.00

自己資本比率（％） 72.9 71.4 68.0 72.8 72.0

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△206,625 172,064 134,004 6,875 579,287

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△23,135 △74,329 △57,189 83,063 △88,841

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△128,654 △64,666 △78,096 △273,253 △67,666

現金及び現金同等物の中間期

末(期末)残高（千円）
770,505 981,663 1,356,477 943,640 1,369,693

従業員数

[外、平均臨時雇用者数](人)

118

[6]

123

[4]

130

[4]

120

[6]

129

[4]

　（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

４．従業員数は、就業人員であり、臨時雇用者数は、[　]外数で記載しております。

５．平成19年８月１日付で、株式１株につき1.2株の株式分割を行っております。
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２【事業の内容】

当中間会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

３【関係会社の状況】

該当事項はありません。

４【従業員の状況】

(1）提出会社の状況

 平成20年１月31日現在

従業員数（人） 130 [4] 

　（注）従業員数は、嘱託9名を含み、平均臨時雇用者数は、[　]外数で記載しております。

(2）労働組合の状況

　労働組合は結成されておりませんが、労使関係は円満に推移しております。
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第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

(1）業績

当中間会計期間におけるわが国経済は、米国のサブプライム住宅ローン問題に端を発する金融・資本市場の混乱

と原油価格高騰による実体経済への悪影響が懸念される中、弱含みで推移いたしました。

　このような環境の中、当社を取り巻く半導体等電子部品業界におきましては、デジタル家電関連企業を中心に設備

投資が引続き活発化いたしました。

　当社では、ここ数年注力してまいりました生産用途向け装置“Ｃシリーズ”の販売がエッチング装置を中心に順

調に拡大いたしました。前期からの流れを受けて台湾市場のオプトエレクトロニクス分野向けを中心にアジア、米

国への輸出が引続き好調で、輸出販売高は547,416千円(前年同期比 12.3％増)となりました。輸出割合は前年同期の

23.1％から22.3％へとやや低下いたしましたが、海外受注比率は38.9％と前年同期の25.3％から大幅に上昇したこと

から通期目標の輸出割合30.0％は達成見込みであります。一方、国内向けには、電子部品分野でのリピートオーダー

でエッチング装置の売上が増加いたしました。電子部品分野の売上高は858,591千円(前年同期比26.8 ％増)となり、総

売上高に占める比率は、前年同期の32.0％から34.9％へと2.9％上昇いたしました。また、マイクロマシンや三次元Ｌ

ＳＩの絶縁膜形成用途で大型ＣＶＤ(Chemical Vapor Deposition＝化学的気相成長)装置の受注も獲得できました。中

長期的な経営課題であります生産機市場での販売力強化と海外市場での拡販が順調に進んでおります。

　製品開発では、低圧で高密度のプラズマを発生でき加工精度を高めることができる半導体レーザー用エッチング

装置ＲＩＥ－140iＰ／iＰＣを開発、販売を始めました。また、微細化・高精度化が進展するマイクロマシン分野や電

子部品分野向けに、独ロバート・ボッシュ社よりの技術(ボッシュプロセス)導入で開発しましたシリコンディープ

エッチング(深掘)装置ＲＩＥ－800iＰＢの高性能化を図りました。生産用ＭＯＣＶＤ(Metal Organic Chemical Vapor

Deposition)装置は、安全性、信頼性を視野に入れた装置を開発中です。更に、窒化ガリウム、酸化亜鉛や強誘電体材料

などの半導体材料を産学連携で研究する第二研究開発棟の建設に着手、平成20年３月に完成いたしました。設計・

製造については、それぞれ標準化の推進による効率化、装置完成度の更なる向上を図り、月次ベースでの受注額と出

荷額の平準化に努めました。

　この結果、当中間会計期間の業績は、売上高が2,458,790千円（前年同期比16.4％増）となりました。売上高総利益率

は前年同期の45.3％から46.7％へと1.4％改善いたしました。経常利益は426,544千円(前年同期比 40.6％増)となり、売

上高経常利益率は前年同期の14.4％から17.3％へと2.9％改善いたしました。中間純利益は245,667千円(前年同期比

41.9％増)と大幅な増益となりました。

（ＣＶＤ装置）

　マイクロマシンや三次元ＬＳＩ用の絶縁膜、オプトエレクトロニクス分野でＤＬＣ(Diamond Like Carbon)膜形成用

途で大型ＣＶＤ装置の受注が獲得できましたが下期の出荷予定となり、売上高は423,044千円(前年同期比18.6％減)

となりました。

（エッチング装置）

　生産用途向けに需要が拡大、海外向けではオプトエレクトロニクス分野でＬＥＤ(Light Emitting Diode=発光ダイ

オード)用途向けの販売が大幅に伸び、電子部品向けでは携帯電話用ＳＡＷ(Surface Acoustic Wave＝弾性表面波)フィ

ルター用途の受注が増加、半導体回路の欠陥解析用やＬＤ（Laser Diode＝半導体レーザー）用途でも引続き受注が

獲得できました。その結果、売上高は1,555,324千円(前年同期比39.4％増)と大幅に増加いたしました。

（洗浄装置）

　半導体パッケージの表面洗浄やワイヤーボンディング前の電極洗浄分野や表示デバイスの表面処理用途等で幅広

い需要がありましたが、中小型装置の販売が増えたため売上高は222,554千円(前年同期比22.3％減)となりました。

（その他装置）

　当中間会計期間の売上はありません。

（その他）

　生産用途向け装置の販売拡大に伴い高額部品の販売や移設、改造作業が増加し、売上高は257,866千円（前年同期比

35.5％増）となりました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

当中間会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は税引前当期純利益が426,544千円（前

年同期比40.6％増）となり、仕入債務の増加542,724千円がプラスに寄与した一方、たな卸資産の増加354,721千

円、売掛債権の増加321,861千円などにより、資金残高は前期末に比べ13,215千円減少し、当中間会計期間末には

1,356,477千円（前年同期比38.2％増）となりました。

当中間会計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下の通りであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は134,004千円（前年同期比 22.1％減）となりました。これは主に税引前当期純

利益が426,544千円と増加し仕入債務の増加542,724千円が加わった一方、たな卸資産の増加354,721千円、売掛債

権の増加321,861千円、法人税の支払額が223,492千円であったことによるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は57,189千円（前年同期に使用した資金 74,329千円）となりました。その主な内

容は有形固定資産の取得による支出48,488千円があったことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は78,096千円（前年同期に使用した資金 64,666千円）となりました。これは主に

配当金の支払73,337千円によるものです。

２【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当中間会計期間の生産実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目別
当中間会計期間

（自　平成19年８月１日
至　平成20年１月31日）

前年同期比（％）

ＣＶＤ装置（千円） 611,856 112.6

エッチング装置（千円） 2,005,901 168.8

洗浄装置（千円） 238,885 83.5

その他装置（千円） － －

その他（千円） 279,450 133.4

合計（千円） 3,136,093 140.8

　（注）１．金額は販売金額によっております。

２．上記の金額に、消費税等は含まれておりません。
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(2）受注実績

　当中間会計期間の受注実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目別

当中間会計期間
（自　平成19年８月１日
至　平成20年１月31日）

受注高（千円） 前年同期比（％） 受注残高（千円） 前年同期比（％）

ＣＶＤ装置 619,714 119.8 656,000 189.1

エッチング装置 2,176,807 195.9 1,548,691 212.2

洗浄装置 239,431 98.4 63,697 91.2

その他装置 3,950 － 3,950 －

その他 284,267 120.9 95,069 112.1

合計 3,324,171 157.8 2,367,407 192.3

　（注）１．金額は販売金額によっております。

２．上記の金額に、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当中間会計期間の販売実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目別
当中間会計期間

（自　平成19年８月１日
至　平成20年１月31日）

前年同期比（％）

ＣＶＤ装置（千円） 423,044 81.4

エッチング装置（千円） 1,555,324 139.4

洗浄装置（千円） 222,554 77.7

その他装置（千円） － －

その他（千円） 257,866 135.5

合計（千円） 2,458,790 116.4

　（注）１．上記の金額に、消費税等は含まれておりません。

２．前中間会計期間及び当中間会計期間の輸出販売高及び輸出割合は、次のとおりであります。

前中間会計期間
（自　平成18年８月１日
至　平成19年１月31日）

当中間会計期間
（自　平成19年８月１日
至　平成20年１月31日）

輸出販売高（千円） 輸出割合（％） 輸出販売高（千円） 輸出割合（％）

487,480 23.1 547,416 22.3

３．主な輸出先及び輸出販売高に対する割合は、次のとおりであります。

輸出先

前中間会計期間
（自　平成18年８月１日
至　平成19年１月31日）

当中間会計期間
（自　平成19年８月１日
至　平成20年１月31日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

アジア 393,172 80.7 411,639 75.2

北米 87,373 17.9 135,041 24.7

欧州 6,933 1.4 734 0.1

合計 487,480 100.0 547,416 100.0

４．前中間会計期間及び当中間会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割

合は次のとおりであります。
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相手先

前中間会計期間
（自　平成18年８月１日
至　平成19年１月31日）

当中間会計期間
（自　平成19年８月１日
至　平成20年１月31日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

㈱ 村田製作所 400,421 19.0 413,606 16.8

３【対処すべき課題】

　当中間会計期間において対処すべき課題について、重要な変更はありません。

４【経営上の重要な契約等】

　当中間会計期間において、新たに締結した経営上の重要な契約等はありません。

５【研究開発活動】

　当社は、「薄膜技術で世界の産業科学に貢献する」ことを経営理念とし、技術革新の著しい半導体等電子部品業界の

基礎研究から応用研究まで取組んでおります。

　基本的に基礎研究及び応用研究は、本社の研究開発センターで行っているほか、米国のオプトフィルムス研究所、英

国のサムコケンブリッジ・ラボラトリーおよび国内外の大学や産学連携による共同研究でも行っております。

　当中間会計期間における研究開発活動の成果は次のとおりであります。

(1）ＣＶＤ装置関係

　汎用ＣＶＤ装置は２２０シリーズの性能改善、標準化を図りました。厚膜形成用装置では三次元ＬＳＩ用途向け装

置を生産用途向けに展開しました。

(2）エッチング装置関係

　独ロバート・ボッシュ社よりの技術(ボッシュプロセス)導入で微細加工に欠かせないシリコンの高速ディープ

エッチング装置は、新規機構を追加しメンテナンス性も改善しました。化合物用エッチング装置では、ＬＤ向けに新

規装置ＲＩＥ－140iＰ／iＰＣを開発しました。

(3）洗浄装置関係

　標準機ＰＣ－1100のタッチパネルについて他機種との共通化を図りました。

(4）基礎研究

　当社の海外研究拠点のケンブリッジ大学へは研究員を派遣し、強誘電体やフォトニクスの研究に、米国のオプト

フィルムス研究所では、炭素系材料ダイヤモンド・ライク・カーボンの開発に注力しております。また、国立の大学

や研究機関との共同研究にも各種のテーマで積極的に取り組んでおります。

　以上の結果、当中間会計期間の研究開発費は45,370千円となっております。
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第３【設備の状況】

１【主要な設備の状況】

　当中間会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

２【設備の新設、除却等の計画】

(1）重要な設備の新設等（平成20年１月31日現在）

　該当事項はありません。

(2）重要な設備の除却等（平成20年１月31日現在）

　該当事項はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
（平成20年１月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年４月18日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,869,068  5,869,068 ジャスダック証券取引所 －

計 5,869,068  5,869,068 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の状況】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成19年８月１日

   (注)
978,178 5,869,068 － 1,213,787 － 1,629,587

   (注)　株式分割　(1 : 1.2) によるものであります。
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（５）【大株主の状況】

 平成20年１月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

辻　理 滋賀県大津市 1,750 29.8

サムコエンジニアリング㈱ 京都市伏見区竹田藁屋町64番地 766 13.1

日本トラスティ・サービス信

託銀行㈱
東京都中央区晴海１－８－11 225 3.8

辻　猛 兵庫県尼崎市 188 3.2

辻　一美 滋賀県大津市 176 3.0

サムコ従業員持株会 京都市伏見区竹田藁屋町36番地 149 2.6

立田　利明 京都府宇治市 119 2.0

㈱三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２－７－１ 108 1.8

日興シティ信託銀行㈱ 東京都品川区東品川２－３－14 91 1.6

ステートストリートバンク

アンドトラストカンパニー

（常任代理人㈱みずほコーポ

レート銀行兜町証券決済業務

室）

ニコラス通り12, ロンドン, 英国

（東京都中央区日本橋兜町６－７）

 

 

90 1.5

計 － 3,666 62.5

　（注）　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

日本トラスティ・サービス信託銀行(株)　(信託口)　　　　 225千株

日興シティ信託銀行(株)　(投信口)　　　　　　　　　　　　91千株

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成20年１月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　 　　3,600　
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 5,834,400 58,344 －

単元未満株式 普通株式　　　31,068 － －

発行済株式総数 5,869,068 － －

総株主の議決権 － 58,344 －

②【自己株式等】

 平成20年１月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

サムコ ㈱
京都市伏見区竹田藁

屋町36番地
3,600 － 3,600 0.06

計 － 3,600 － 3,600 0.06
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２【株価の推移】

【当該中間会計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成19年８月 ９月 10月 11月 12月 平成20年１月

最高（円） 1,261 1,202 1,310 1,260 1,290 1,200

最低（円） 1,029 1,000 1,100 1,110 1,150 869

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当半期報告書提出日までにおいて役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．中間財務諸表の作成方法について

　当社の中間財務諸表は「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年大蔵省令第38号。以下

「中間財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前中間会計期間（平成18年８月１日から平成19年１月31日まで）は、改正前の中間財務諸表等規則に基づき、

当中間会計期間（平成19年８月１日から平成20年１月31日まで）は、改正後の中間財務諸表等規則に基づいて作成し

ております。

２．監査証明について

　当社は、証券取引法第193条の２の規定に基づき、前中間会計期間（平成18年８月１日から平成19年１月31日まで）

の中間財務諸表について、並びに、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当中間会計期間（平成19年８

月１日から平成20年１月31日まで）の中間財務諸表について、あずさ監査法人により中間監査を受けております。

３．中間連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、中間連結財務諸表を作成しておりません。
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１【中間財務諸表等】

（１）【中間財務諸表】

①【中間貸借対照表】

  
前中間会計期間末

（平成19年１月31日現在）
当中間会計期間末

（平成20年１月31日現在）
前事業年度の要約貸借対照表
（平成19年７月31日現在）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（資産の部）           

Ⅰ　流動資産           

１．現金及び預金  2,059,359   2,449,526   2,459,647   

２．受取手形  135,220   93,555   282,953   

３．売掛金  1,394,172   1,465,762   954,710   

４．たな卸資産  446,044   887,935   533,213   

５．繰延税金資産  27,109   33,175   35,089   

６．その他  6,026   8,288   12,634   

７．貸倒引当金  △458   △153   △361   

流動資産合計   4,067,474 55.9  4,938,090 60.7  4,277,888 57.4

Ⅱ　固定資産           

１．有形固定資産           

(1）建物 ※1.2 462,567   429,738   445,562   

(2）土地 ※２ 2,343,424   2,343,424   2,343,424   

(3）その他 ※1.3 59,313   95,470   59,255   

有形固定資産合計  2,865,305   2,868,633   2,848,242   

２．無形固定資産  13,093   12,920   11,992   

３．投資その他の資産           

(1）繰延税金資産  174,408   182,229   176,404   

(2）その他  153,722   129,046   137,277   

投資その他の資産
合計

 328,130   311,276   313,682   

固定資産合計   3,206,530 44.1  3,192,830 39.3  3,173,916 42.6

資産合計   7,274,004 100.0  8,130,921 100.0  7,451,804 100.0

           

（負債の部）           

Ⅰ　流動負債           

１．買掛金  670,833   1,114,626   571,901   

２．短期借入金 ※２ 680,000   680,000   680,000   

３．一年内返済予定長
期借入金

※２ 6,000   6,000   6,000   

４．未払法人税等  148,000   192,500   235,000   

５．賞与引当金  18,300   21,000   17,900   

６．役員賞与引当金  7,000   7,000   12,780   

７．製品保証引当金  16,500   20,700   19,600   

８．その他 ※４ 116,752   126,062   123,729   

流動負債合計   1,663,385 22.9  2,167,889 26.7  1,666,910 22.4
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前中間会計期間末

（平成19年１月31日現在）
当中間会計期間末

（平成20年１月31日現在）
前事業年度の要約貸借対照表
（平成19年７月31日現在）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

Ⅱ　固定負債           

１．長期借入金 ※２ 7,500   1,500   4,500   

２．退職給付引当金  143,581   159,401   148,198   

３．役員退職慰労引当
金

 262,647   273,132   268,752   

固定負債合計   413,728 5.7  434,034 5.3  421,450 5.6

負債合計   2,077,114 28.6  2,601,923 32.0  2,088,361 28.0

           

（純資産の部）           

Ⅰ　株主資本           

１．資本金   1,213,787 16.7  1,213,787 14.9  1,213,787 16.3

２．資本剰余金           

資本準備金  1,629,587   1,629,587   1,629,587   

資本剰余金合計   1,629,587 22.4  1,629,587 20.0  1,629,587 21.9

３．利益剰余金           

(1）利益準備金  59,500   59,500   59,500   

(2）その他利益剰余
金

          

別途積立金  1,907,000   2,057,000   1,907,000   

繰越利益剰余金  365,178   561,904   539,573   

利益剰余金合計   2,331,678 32.1  2,678,404 33.0  2,506,073 33.6

４．自己株式   △3,630 △0.1  △5,390 △0.1  △3,630 △0.1

株主資本合計   5,171,422 71.1  5,516,388 67.8  5,345,817 71.7

Ⅱ　評価・換算差額等           

その他有価証券評価
差額金

 25,467   12,608   17,625   

評価・換算差額等合
計

  25,467 0.3  12,608 0.2  17,625 0.3

純資産合計   5,196,889 71.4  5,528,997 68.0  5,363,443 72.0

負債純資産合計   7,274,004 100.0  8,130,921 100.0  7,451,804 100.0
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②【中間損益計算書】

  
前中間会計期間

（自　平成18年８月１日
至　平成19年１月31日）

当中間会計期間
（自　平成19年８月１日
至　平成20年１月31日）

前事業年度の要約損益計算書
（自　平成18年８月１日
至　平成19年７月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高   2,112,073 100.0  2,458,790 100.0  4,251,334 100.0

Ⅱ　売上原価   1,154,633 54.7  1,310,523 53.3  2,277,538 53.6

売上総利益   957,439 45.3  1,148,267 46.7  1,973,795 46.4

Ⅲ　販売費及び一般管理
費

※１  658,544 31.1  696,456 28.3  1,374,192 32.3

営業利益   298,894 14.2  451,810 18.4  599,603 14.1

Ⅳ　営業外収益 ※２  11,481 0.5  4,115 0.1  15,369 0.3

Ⅴ　営業外費用 ※３  6,992 0.3  29,381 1.2  13,976 0.3

経常利益   303,384 14.4  426,544 17.3  600,996 14.1

税引前中間(当期)
純利益

  303,384 14.4  426,544 17.3  600,996 14.1

法人税、住民税及
び事業税

 141,297   181,361   269,136   

法人税等調整額  △10,981 130,315 6.2 △484 180,877 7.3 △15,603 253,532 5.9

中間(当期)純利益   173,068 8.2  245,667 10.0  347,463 8.2
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③【中間株主資本等変動計算書】

前中間会計期間（自　平成18年８月１日　至　平成19年１月31日）

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計

資本準備金
資本剰余
金合計

利益準備
金

その他利益剰余金
利益剰余
金合計

別途積立金
繰越利益
剰余金

平成18年７月31日　残高
（千円）

1,213,787 1,629,587 1,629,587 59,500 1,907,000 253,224 2,219,724 △3,630 5,059,468

中間会計期間中の変動額          

剰余金の配当      △61,114 △61,114  △61,114

中間純利益      173,068 173,068  173,068

株主資本以外の項目の中間
会計期間中の変動額(純額)          

中間会計期間中の変動額合計
（千円）

－ － － － － 111,954 111,954 － 111,954

平成19年１月31日　残高
（千円）

1,213,787 1,629,587 1,629,587 59,500 1,907,000 365,178 2,331,678 △3,630 5,171,422

 

評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証
券評価差額金

評価・換算差
額等合計

平成18年７月31日　残高
（千円）

18,609 18,609 5,078,078

中間会計期間中の変動額    

剰余金の配当   △61,114

中間純利益   173,068

株主資本以外の項目の中間
会計期間中の変動額(純額)

6,857 6,857 6,857

中間会計期間中の変動額合計
（千円）

6,857 6,857 118,811

平成19年1月31日　残高
（千円）

25,467 25,467 5,196,889

当中間会計期間（自　平成19年８月１日　至　平成20年１月31日）

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計

資本準備金
資本剰余
金合計

利益準備
金

その他利益剰余金
利益剰余
金合計

別途積立金
繰越利益
剰余金

平成19年７月31日　残高
（千円）

1,213,787 1,629,587 1,629,587 59,500 1,907,000 539,573 2,506,073 △3,630 5,345,817

中間会計期間中の変動額          

剰余金の配当      △73,337 △73,337  △73,337

別途積立金の積立     150,000 △150,000 －  －

中間純利益      245,667 245,667  245,667

自己株式の取得        △1,759 △1,759

株主資本以外の項目の中間
会計期間中の変動額(純額)          

中間会計期間中の変動額合計
（千円）

－ － － － 150,000 22,330 172,330 △1,759 170,571

平成20年１月31日　残高
（千円）

1,213,787 1,629,587 1,629,587 59,500 2,057,000 561,904 2,678,404 △5,390 5,516,388
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評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証
券評価差額金

評価・換算差
額等合計

平成19年７月31日　残高
（千円）

17,625 17,625 5,363,443

中間会計期間中の変動額    

剰余金の配当   △73,337

別途積立金の積立   －

中間純利益   245,667

自己株式の取得   △1,759

株主資本以外の項目の中間
会計期間中の変動額(純額)

△5,016 △5,016 △5,016

中間会計期間中の変動額合計
（千円）

△5,016 △5,016 165,554

平成20年1月31日　残高
（千円）

12,608 12,608 5,528,997

前事業年度の株主資本等変動計算書（自　平成18年８月１日　至　平成19年７月31日）

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計

資本準備金
資本剰余
金合計

利益準備
金

その他利益剰余金
利益剰余
金合計

別途積立金
繰越利益
剰余金

平成18年７月31日　残高
（千円）

1,213,787 1,629,587 1,629,587 59,500 1,907,000 253,224 2,219,724 △3,630 5,059,468

事業年度中の変動額          

剰余金の配当      △61,114 △61,114  △61,114

別途積立金の積立       －  －

当期純利益      347,463 347,463  347,463

株主資本以外の項目の事業
年度中の変動額（純額）

         

事業年度中の変動額合計
（千円）

－ － － － － 286,349 286,349 － 286,349

平成19年７月31日　残高
（千円）

1,213,787 1,629,587 1,629,587 59,500 1,907,000 539,573 2,506,073 △3,630 5,345,817

 

評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証
券評価差額金

評価・換算差
額等合計

平成18年７月31日　残高
（千円）

18,609 18,609 5,078,078

事業年度中の変動額    

剰余金の配当   △61,114

別途積立金の積立   －

当期純利益   347,463

株主資本以外の項目の事業
年度中の変動額（純額）

△984 △984 △984

事業年度中の変動額合計
（千円）

△984 △984 285,365

平成19年７月31日　残高
（千円）

17,625 17,625 5,363,443
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④【中間キャッシュ・フロー計算書】

  
前中間会計期間

（自　平成18年８月１日
至　平成19年１月31日）

当中間会計期間
（自　平成19年８月１日
至　平成20年１月31日）

前事業年度の要約キャッ
シュ・フロー計算書
（自　平成18年８月１日
至　平成19年７月31日）

区分
注記
番号

金額（千円） 金額（千円） 金額（千円）

Ⅰ　営業活動によるキャッ
シュ・フロー

    

税引前中間(当期)純
利益

 303,384 426,544 600,996

減価償却費  26,283 27,638 54,281

投資有価証券売却益  － － △3,999

受取利息及び受取配
当金

 △1,388 △3,320 △3,771

支払利息  5,248 4,981 10,350

為替差損益  △4,954 14,854 △3,273

賞与引当金の増加額  5,800 3,100 5,400

役員賞与引当金の増
減額

 7,000 △5,780 12,780

製品保証引当金の増
加額

 3,600 1,100 6,700

退職給付引当金の増
加額

 8,909 11,203 13,526

役員退職慰労引当金
の増加額

 6,543 4,380 12,648

売上債権の増減額  △167,006 △321,861 124,625

たな卸資産の増加額  △49,928 △354,721 △137,098

仕入債務の増減額  40,831 542,724 △58,100

未払消費税等の増減
額

 27,598 △7,044 26,193

未払費用の増減額  △4,071 △3,263 148

前受金の増減額  △2,776 17,492 △9,543

預り金の増減額  △7,015 △9,077 2,020

その他  13,178 8,973 7,957

小計  211,235 357,925 661,840
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前中間会計期間

（自　平成18年８月１日
至　平成19年１月31日）

当中間会計期間
（自　平成19年８月１日
至　平成20年１月31日）

前事業年度の要約キャッ
シュ・フロー計算書
（自　平成18年８月１日
至　平成19年７月31日）

区分
注記
番号

金額（千円） 金額（千円） 金額（千円）

利息及び配当金の受
取額

 1,388 3,320 3,771

利息の支払額  △5,361 △3,749 △10,271

法人税等の支払額  △35,198 △223,492 △76,052

営業活動によるキャッ
シュ・フロー

 172,064 134,004 579,287

Ⅱ　投資活動によるキャッ
シュ・フロー

    

定期預金の預入によ
る支出

 △930,599 △1,148,400 △1,625,390

定期預金の払戻によ
る収入

 868,012 1,142,384 1,550,545

投資有価証券の取得
による支出

 － △299 －

投資有価証券の売却
による収入

 － － 5,500

有形固定資産の取得
による支出

 △10,695 △48,488 △20,197

無形固定資産の取得
による支出

 － △2,199 －

その他  △1,047 △185 700

投資活動によるキャッ
シュ・フロー

 △74,329 △57,189 △88,841

Ⅲ　財務活動によるキャッ
シュ・フロー

    

短期借入金の純減額  △552 － △552

長期借入金の返済に
よる支出

 △3,000 △3,000 △6,000

自己株式の取得によ
る支出 

 － △1,759 －

配当金の支払額  △61,114 △73,337 △61,114

財務活動によるキャッ
シュ・フロー

 △64,666 △78,096 △67,666

Ⅳ　現金及び現金同等物に
係る換算差額

 4,954 △11,933 3,273

Ⅴ　現金及び現金同等物の
増減額

 38,022 △13,215 426,053

Ⅵ　現金及び現金同等物の
期首残高

 943,640 1,369,693 943,640

Ⅶ　現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高  981,663 1,356,477 1,369,693
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中間財務諸表作成の基本となる重要な事項

項目
前中間会計期間

（自　平成18年８月１日
至　平成19年１月31日）

当中間会計期間
（自　平成19年８月１日
至　平成20年１月31日）

前事業年度
（自　平成18年８月１日
至　平成19年７月31日）

１．資産の評価基準及び評価

方法

(1）有価証券

その他有価証券

(1）有価証券

その他有価証券

(1）有価証券

その他有価証券

 時価のあるもの

中間期末日の市場価格等に

基づく時価法（評価差額は

全部純資産直入法により処

理し、売却原価は総平均法に

より算定）

時価のあるもの

同左

時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づ

く時価法（評価差額は全部

純資産直入法により処理し、

売却原価は総平均法により

算定）

 時価のないもの

総平均法による原価法

時価のないもの

同左

時価のないもの

同左

 (2）たな卸資産

製品・仕掛品

個別原価法を採用しておりま

す。

(2）たな卸資産

同左

(2）たな卸資産

同左

 原材料

移動平均法による原価法を採

用しております。

  

２．固定資産の減価償却の方

法

(1）有形固定資産

　定率法により償却しておりま

す。ただし、平成10年４月１日以

降に取得した建物（附属設備を

除く）については、定額法によっ

ております。

　なお、主な耐用年数は次のとお

りであります。

建物及び構築物

………４年～50年

機械装置及び工具器具備品

………４年～20年

(1）有形固定資産

   ① 平成19年３月31日以前に取得

      したものは旧定率法を採用し

      ております。

　　　ただし、平成10年４月１日以

　　　降に取得した建物(付属設備

　　　を除く)については、旧定額

      法を採用しております。

　 ② 平成19年４月１日以降に取得

　　　したものは定率法を採用して

　　　おります。

　　　ただし、建物(付属設備を除

　　　く)については、定額法を採

　　　用しております。

　　　なお、主な耐用年数は次のと

　　　おりであります。

　　　　建物・構築物

　　　　　………４年～50年

　　　　機械及び装置

　　　　　………４年～20年

　　　　工具器具及び備品

　　　　　………４年～20年

 (追加情報)

 当中間会計期間より、法人税法の

 改正に伴い、平成19年３月31日以前

に取得した有形固定資産については、

償却可能限度額まで償却が終了した

事業年度の翌年から５年間で均等償

却する方法によっております。

 これにより、営業利益、経常利益、税

引前中間純利益に与える影響は軽微

であります。

(1）有形固定資産

　　　　　　　同左

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (会計方針の変更)

 当事業年度より、法人税法の改正

 に伴い、平成19年４月１日以降取得

 の有形固定資産については、改正法

 人税法に規定する償却方法により、

 減価償却費を計算しております。

 なお、この変更に伴う営業利益、

 経常利益、税引前当期純利益に与え

 る影響は軽微であります。

 (2）無形固定資産

　定額法により償却しておりま

す。ただし、ソフトウェア（自社

利用分）については、社内におけ

る利用可能期間（５年）に基づ

く定額法により償却しておりま

す。

(2）無形固定資産

同左

(2）無形固定資産

同左
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項目
前中間会計期間

（自　平成18年８月１日
至　平成19年１月31日）

当中間会計期間
（自　平成19年８月１日
至　平成20年１月31日）

前事業年度
（自　平成18年８月１日
至　平成19年７月31日）

３．引当金の計上基準 (1）貸倒引当金

　債権の貸倒による損失に備える

ため、一般債権については貸倒実

績率により、貸倒懸念債権等特定

の債権については個別に回収可

能性を勘案し、回収不能見込額を

計上しております。

(1）貸倒引当金

同左

(1）貸倒引当金

同左

 (2）賞与引当金

　従業員の賞与の支給に充てるた

め、支給見込額のうち、当中間会

計期間に負担すべき金額を計上

しております。

(2）賞与引当金

同左

(2）賞与引当金

　従業員の賞与の支給に充てるた

め、翌期の支給見込額のうち、当

期に負担すべき金額を計上して

おります。

 (3）退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるた

め、当事業年度末における退職給

付債務の見込額に基づき、当中間

会計期間末において発生してい

ると認められる額を計上してお

ります。

(3）退職給付引当金

同左

(3）退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるた

め、当事業年度末における退職給

付債務の見込額に基づき、計上し

ております。

 (4）役員退職慰労引当金

　役員退職慰労金の支給に備える

ため、内規に基づく中間期末要支

給額を計上しております。

(4）役員退職慰労引当金

同左

(4）役員退職慰労引当金

　役員退職慰労金の支給に備える

ため、内規に基づく期末要支給額

を計上しております。

 (5）製品保証引当金

　製品の保証期間に基づく無償の

補償支払に備えるため、過去の実

績に基づいて計上しております。

(5）製品保証引当金

同左

(5）製品保証引当金

同左

 (6）役員賞与引当金

　役員に対して支給する賞与の支

出に充てるため、内規に基づく支

給見込額を計上しております。

(6）役員賞与引当金

　　　　 　 同左

(6）役員賞与引当金

               同左

４．リース取引の処理方法 　リース物件の所有権が借主に移転

すると認められるもの以外のファ

イナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっております。

同左 同左

５．中間キャッシュ・フロー

計算書（キャッシュ・フ

ロー計算書）における資

金の範囲

　中間キャッシュ・フロー計算書に

おける資金（現金及び現金同等

物）は、手許現金、随時引き出し可

能な預金及び容易に換金可能であ

り、かつ、価値の変動については僅

少なリスクしか負わない取得日か

ら３ヶ月以内に償還期限の到来す

る短期投資によっております。

同左 　キャッシュ・フロー計算書におけ

る資金（現金及び現金同等物）は、

手許現金、随時引き出し可能な預金

及び容易に換金可能であり、かつ、

価値の変動については僅少なリス

クしか負わない取得日から３ヶ月

以内に償還期限の到来する短期投

資によっております。

６．その他中間財務諸表（財

務諸表）作成のための基

本となる重要な事項

　消費税等の会計処理

　消費税及び地方消費税の会計処理

は税抜方式によっております。

　消費税等の会計処理

同左

　消費税等の会計処理

同左
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中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

前中間会計期間
（自　平成18年８月１日
至　平成19年１月31日）

当中間会計期間
（自　平成19年８月１日
至　平成20年１月31日）

前事業年度
（自　平成18年８月１日
至　平成19年７月31日）

　(貸借対照表の純資産の部の表示に関する会

計基準)

　当中間会計期間より、「貸借対照表の純資産

の部の表示に関する会計基準」 (企業会計基

準第５号　平成17年12月９日) 及び「貸借対照

表の純資産の部の表示に関する会計基準等の

適用指針」　(企業会計基準適用指針第８号　平

成17年12月９日)を適用しております。従来の

資本の部の合計に相当する金額

は5,196,889千円であります。

─────

　

 

─────
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注記事項

（中間貸借対照表関係）

項目
前中間会計期間末

（平成19年１月31日現在）
当中間会計期間末

（平成20年１月31日現在）
前事業年度末

（平成19年７月31日現在）

※１．有形固定資産の減価償

却累計額

738,345千円       783,099 千円 757,593千円

※２．担保資産    

(イ)担保に供している資

産

   

建物

土地

計

284,540千円

2,343,424

2,627,964

       269,421千円

2,343,424

2,612,846

       276,942千円

2,343,424

2,620,366

(ロ)上記に対応する債務    

短期借入金

一年内返済予定長

期借入金

長期借入金

計

530,000千円

6,000

7,500

543,500

       530,000千円

6,000

1,500

537,500

       530,000千円

6,000

4,500

540,500

※３．圧縮記帳の適用 　国庫補助金等によって取得した資

産について国庫補助金等に相当す

る下記の金額を取得価額から控除

しております。

　国庫補助金等によって取得した資

産について国庫補助金等に相当す

る下記の金額を取得価額から控除

しております。

　国庫補助金等によって取得した資

産について国庫補助金等に相当す

る下記の金額を取得価額から控除

しております。

 その他（機械及び装置） その他（機械及び装置） その他（機械及び装置）

 22,245千円       22,245千円       22,245千円

※４．消費税等の取扱い 　仮払消費税等及び仮受消費税等

は、相殺のうえ、金額的重要性が乏

しいため、流動負債の「その他」に

含めて表示しております。

同左 ─────

EDINET提出書類

サムコ　株式会社(E02060)

半期報告書

23/34



（中間損益計算書関係）

項目
前中間会計期間

（自　平成18年８月１日
至　平成19年１月31日）

当中間会計期間
（自　平成19年８月１日
至　平成20年１月31日）

前事業年度
（自　平成18年８月１日
至　平成19年７月31日）

※１．研究開発費の総額 58,403千円       45,370千円        130,962千円

※２．営業外収益のうち主要

なもの

   

受取利息

為替差益

特許実施許諾料

1,166千円

9,060

233

     3,069千円

－

232

     3,053千円

5,721

233

※３．営業外費用のうち主要

なもの

   

支払利息

為替差損

5,248千円

                 －

     4,981千円

 　　　　　　22,788

      10,350千円

                 －

　４．減価償却実施額    

有形固定資産

無形固定資産

26,283千円

1,101

      27,638千円

1,270

      54,281千円

2,203

（中間株主資本等変動計算書関係）

前中間会計期間（自平成18年８月１日　至平成19年１月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
前事業年度末
株式数
（株）

当中間会計期間
増加株式数
（株）

当中間会計期間
減少株式数
（株）

当中間会計期間末
株式数
（株）

発行済株式     

普通株式 4,890,890 － － 4,890,890

 合計 4,890,890 － － 4,890,890

自己株式     

普通株式 1,750 － － 1,750

 合計 1,750 － － 1,750

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　　　　　　該当事項はありません。

３．配当に関する事項

(1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

平成18年10月26日

定時株主総会
普通株式 61,114 12.50 平成18年7月31日 平成18年10月27日

(2）基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が中間会計期間末後となるもの

　　　　　　　該当事項はありません。

当中間会計期間（自平成19年８月１日　至平成20年１月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
前事業年度末
株式数
（株）

当中間会計期間
増加株式数
（株）

当中間会計期間
減少株式数
（株）

当中間会計期間末
株式数
（株）

発行済株式     

普通株式 4,890,890 978,178 － 5,869,068

 合計 4,890,890 978,178 － 5,869,068

自己株式     

普通株式 1,750 1,850 － 3,600

 合計 1,750 1,850 － 3,600

  (注) 1. 普通株式の発行済株式数の増加978,178株は、株式分割によるものです。

       2. 普通株式の自己株式の株式数の増加1,850株は、単元未満株式の買取りによる増加1,500株、株式分割による
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          増加350株であります。

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　　　　　　該当事項はありません。

３．配当に関する事項

(1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

平成19年10月26日

定時株主総会
普通株式 73,337 15.00 平成19年7月31日 平成19年10月29日

(2）基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が中間会計期間末後となるもの

　　　　　　　該当事項はありません。

前事業年度（自平成18年８月１日　至平成19年７月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
前事業年度末
株式数
（株）

当事業年度
増加株式数
（株）

当事業年度
減少株式数
（株）

当事業年度末
株式数
（株）

発行済株式     

普通株式 4,890,890 － － 4,890,890

 合計 4,890,890 － － 4,890,890

自己株式     

普通株式 1,750 － － 1,750

 合計 1,750 － － 1,750

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

３．配当に関する事項

(1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

平成18年10月26日

定時株主総会
普通株式 61,114 12.50 平成18年7月31日 平成18年10月27日

(2）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成19年10月26日

定時株主総会
普通株式 73,337 利益剰余金 15.00 平成19年7月31日 平成19年10月29日
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（中間キャッシュ・フロー計算書関係）

前中間会計期間
（自　平成18年８月１日
至　平成19年１月31日）

当中間会計期間
（自　平成19年８月１日
至　平成20年１月31日）

前事業年度
（自　平成18年８月１日
至　平成19年７月31日）

　現金及び現金同等物の中間期末残高

と中間貸借対照表に記載されている

科目の金額との関係

　現金及び現金同等物の中間期末残高

と中間貸借対照表に記載されている

科目の金額との関係

　現金及び現金同等物の期末残高と貸

借対照表に記載されている科目の金

額との関係

（平成19年１月31日現在） （平成20年１月31日現在） （平成19年７月31日現在）
 （千円）

現金及び預金勘定 2,059,359

預入期間が３ヶ月を

超える定期預金
△1,077,695

現金及び現金同等物 981,663

 （千円）

現金及び預金勘定 2,449,526

預入期間が３ヶ月を

超える定期預金
△1,093,048

現金及び現金同等物 1,356,477

 （千円）

現金及び預金勘定 2,459,647

預入期間が３ヶ月を

超える定期預金
△1,089,953

現金及び現金同等物 1,369,693
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（リース取引関係）

前中間会計期間
（自　平成18年８月１日
至　平成19年１月31日）

当中間会計期間
（自　平成19年８月１日
至　平成20年１月31日）

前事業年度
（自　平成18年８月１日
至　平成19年７月31日）

１．リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・リー

ス取引

１．リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・リー

ス取引

１．リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・リー

ス取引

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額及び中間期末残高相当額

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額及び中間期末残高相当額

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額及び期末残高相当額

 

取得価
額相当
額
(千円)

減価償
却累計
額相当
額
(千円)

中間期
末残高
相当額
(千円)

有形固定資産
「その他」

3,300 2,474 825

無形固定資産 9,730 5,675 4,054

合計 13,030 8,150 4,879

 

取得価
額相当
額
(千円)

減価償
却累計
額相当
額
(千円)

中間期
末残高
相当額
(千円)

有形固定資産
「その他」

3,300 3,024 275

無形固定資産 9,730 7,621 2,108

合計 13,030 10,646 2,383

 

取得価
額相当
額
(千円)

減価償
却累計
額相当
額
(千円)

期末残
高相当
額
(千円)

有形固定資産
「その他」

3,300 2,749 550

無形固定資産 9,730 6,648 3,081

合計 13,030 9,398 3,631

(2）未経過リース料中間期末残高相当額 (2）未経過リース料中間期末残高相当額 (2）未経過リース料期末残高相当額

１年内 2,547千円

１年超 2,468千円

合計 5,016千円

１年内      2,299千円

１年超      168千円

合計      2,468千円

１年内      2,571千円

１年超      1,176千円

合計      3,748千円

(3）支払リース料、減価償却費相当額及び支

払利息相当額

(3）支払リース料、減価償却費相当額及び支

払利息相当額

(3）支払リース料、減価償却費相当額及び支

払利息相当額

支払リース料 1,308千円

減価償却費相当額 1,247千円

支払利息相当額 52千円

支払リース料      1,308千円

減価償却費相当額      1,247千円

支払利息相当額   28千円

支払リース料      2,617千円

減価償却費相当額      2,495千円

支払利息相当額   92千円

(4）減価償却費相当額の算定方法

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を

零とする定額法によっております。

(4）減価償却費相当額の算定方法

同左

(4）減価償却費相当額の算定方法

同左

(5）利息相当額の算定方法

　リース料総額とリース物件の取得価額

相当額との差額を利息相当額とし、各期

への配分方法については利息法によって

おります。

(5）利息相当額の算定方法

同左

(5）利息相当額の算定方法

同左

２．オペレーティング・リース取引 ２．オペレーティング・リース取引 ２．オペレーティング・リース取引

未経過リース料 未経過リース料 未経過リース料

１年内 982千円

１年超 3,685千円

合計 4,668千円

１年内    982千円

１年超      2,702千円

合計      3,685千円

１年内    982千円

１年超      3,194千円

合計      4,177千円
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（有価証券関係）

前中間会計期間末（平成19年１月31日現在）

１．その他有価証券で時価のあるもの

 取得原価（千円）
中間貸借対照表計上額

（千円）
差額（千円）

株式 11,290 54,150 42,860

合計 11,290 54,150 42,860

２．時価評価されていない主な有価証券の内容

 中間貸借対照表計上額（千円）

その他有価証券  

非上場株式 8,000

当中間会計期間末（平成20年１月31日現在）

１．その他有価証券で時価のあるもの

 取得原価（千円）
中間貸借対照表計上額

（千円）
差額（千円）

株式 11,590 32,810 21,220

合計 11,590 32,810 21,220

２．時価評価されていない主な有価証券の内容

 中間貸借対照表計上額（千円）

その他有価証券  

非上場株式 6,500

前事業年度末（平成19年７月31日現在）

１．その他有価証券で時価のあるもの

 取得原価（千円）
貸借対照表計上額
（千円）

差額（千円）

株式 11,290 40,952 29,662

合計 11,290 40,952 29,662

２．時価評価されていない主な有価証券の内容

 貸借対照表計上額（千円）

その他有価証券  

非上場株式 6,500
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（デリバティブ取引関係）

前中間会計期間（自平成18年８月１日　至平成19年１月31日）

　当社は、為替予約取引を行っておりますが、平成19年１月31日現在の取引残高はありません。

当中間会計期間（自平成19年８月１日　至平成20年１月31日）

　当社は、為替予約取引を行っておりますが、平成20年１月31日現在の取引残高はありません。

前事業年度（自平成18年８月１日　至平成19年７月31日）

　当社は、為替予約取引を行っておりますが、平成19年７月31日現在の取引残高はありません。

（持分法損益等）

前中間会計期間（自平成18年８月１日　至平成19年１月31日）

　該当事項はありません。

当中間会計期間（自平成19年８月１日　至平成20年１月31日）

　該当事項はありません。

前事業年度（自平成18年８月１日　至平成19年７月31日）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

前中間会計期間
（自　平成18年８月１日
至　平成19年１月31日）

当中間会計期間
（自　平成19年８月１日
至　平成20年１月31日）

前事業年度
（自　平成18年８月１日
至　平成19年７月31日）

１株当たり純資産額 1,062円94銭

１株当たり中間純利益 35円39銭

１株当たり純資産額    942円63銭

１株当たり中間純利益   41円87銭

１株当たり純資産額  1,097円01銭

１株当たり当期純利益   71円07銭

　潜在株式調整後１株当たり中間純利

益については、希薄化効果を有してい

る潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。

              同左

 

 

　当社は、平成19年８月１日付で株

式１株につき1.2株の株式分割を行っ

ております。

　なお、当該株式分割が前期首に行わ

れたと仮定した場合の１株当たり

情報については、それぞれ以下のと

おりとなります。 

　潜在株式調整後１株当たり当期純利

益については、希薄化効果を有してい

る潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。

  

前中間会計期間 前事業年度

 1株当たり純資

産額

 　　885.78円

 

 1株当たり中間

純利益金額

　　　29.49円

 

潜在株式調整後

１株当たり中間

純利益について

は、希薄化効果

を有している潜

在株式が存在し

ないため記載し

ておりません。

 1株当たり純資

産額

 　　914.18円

 

 1株当たり当期

純利益金額

　　　59.22円

 

潜在株式調整後

１株当たり当期

純利益について

は、希薄化効果

を有している潜

在株式が存在し

ないため記載し

ておりません。

 

（注）１株当たり中間（当期）純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間会計期間

（自　平成18年８月１日
至　平成19年１月31日）

当中間会計期間
（自　平成19年８月１日
至　平成20年１月31日）

前事業年度
（自　平成18年８月１日
至　平成19年７月31日）

中間（当期）純利益（千円） 173,068 245,667 347,463

普通株主に帰属しない金額(千円) － － －

普通株式に係る中間(当期)純利益

（千円）
173,068 245,667 347,463

期中平均株式数（千株） 4,889 5,866 4,889

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

（２）【その他】

　該当事項はありません。
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第６【提出会社の参考情報】

当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

(1）有価証券報告書及びその添付書類

事業年度（第28期）（自　平成18年８月１日　至　平成19年７月31日）平成19年10月26日近畿財務局長に提出
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書

  平成19年４月20日

サムコ株式会社  

 取締役会　御中  

 あ ず さ 監 査 法 人  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 米林　　彰　　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 宮林　利朗　　　印

　当監査法人は、証券取引法第193条の２の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられているサムコ株式

会社の平成18年８月１日から平成19年７月31日までの第28期事業年度の中間会計期間（平成18年８月１日から平成19年１

月31日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計算書及び中間キャッ

シュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の

立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸

表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどう

かの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手

続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を

得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、

サムコ株式会社の平成19年１月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（平成18年８月１日から平

成19年１月31日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は半期報告書提出会社が別途保管し

ております。
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独立監査人の中間監査報告書

  平成20年４月18日

サムコ株式会社  

 取締役会　御中  

 あ ず さ 監 査 法 人  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 米林　　彰　　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 中嶋　　歩　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている

サムコ株式会社の平成19年８月１日から平成20年７月31日までの第29期事業年度の中間会計期間（平成19年８月１日から

平成20年１月31日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計算書及び

中間キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責

任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸

表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどう

かの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手

続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を

得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、

サムコ株式会社の平成20年１月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（平成19年８月１日から平

成20年１月31日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は半期報告書提出会社が別途保管し

ております。
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